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緒.言
腸球菌属の細菌に基因する食中毒に関する報告は， Linden，Turner，Thom (1926)を始
めとして，青木，酒井 (1926)，Nelson (1928)， Cary，Dack，Meyers (1931)， Jordan， 
，Surgalla，Davison (1938)，Dack，Cary，.Burrows (1935)，Jordan，934).(1Burrows 
， Segalove，Dack (1944)， Getting，Rubinstein，Foley (1944)， Sherman，Gunsalus， 
Bellamy. (1944)， Buchbinder，Osler，Ste妊en(1948)，. Osler，Buchbinder，Ste妊en 
(1948)，Dack，Niven，Kirscher (1949)，•Dewberry (1950)，辺野喜，依田，松井 (1953)，
松井，川路，富川，辺野喜 (1953)等により内外共に相当多数の報告が見られるO
腸球菌属に依る食中毒の報告を通覧し，考察するに，或は生菌の存在を必要とするとし，或
は培養鴻液に毒性を認め，或は毒物産生に要する時間的関係を問題とし，其の見解は種々雑多
であり，その聞に一貫したものを見出すことが出来ない。併し乍ら，その発症状況及び経過等
より観て此等の諸中毒は何れも毒素系食中毒の可能性が考えられるO
著者はこれを従来の葡萄球菌性食中毒の場合に於ける所謂エンテロトキシン毒物と比較検討
を行う必要を感じ，此問題に関して若干の実験を行い脚か新知見を得たので放にその成績を報
告する次第である。.
第1軍支 献 は此菌を Streptococcusfaecalisであると同定し 
Linden，Turner，Thom (1926)は食中毒の原 た。
因食と思われるチ{ズより非溶血性連鎖球菌を分離 青木，酒井(1926)はα溶血性連鎖球菌を食中毒
し，その純培養生菌を猫に経口的に与えた結果，人 原因食から分離した。叉同様の菌を Nelsonぐ1928)
体の場合と必ずしも同様ではないが一応の発症を見 が食中毒を起したチ耳コレ{トグ Pームバイから分
てし、る。後に Sherman，Smi1eηNivenく1943) 離し，その培養物を猿に大量与えた場合何等症状を
，¥ 
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現わさなかったと報告してしる。 
Ca:ry，Dack，Meyers (1931)はウインナソーセ
ーヂの纏詰に因る食中毒を記載してし、る。此食中毒
は発症:者 75名に及び，恋心，幅吐，腸仙痛及び下掠"tj
を主訴とするものであり，潜伏期は 4~5 時間で，
全症例共に 24時間以内に快復した。此原因食と思
われるソーセーヂの残りに就て細菌学的検索を行つ 
てα溶血性連鎖球菌を検出した。 Salmol1el1a層の
菌出陰性であった。此菌の混入している纏詰を 4日
間勝卵機中に放置後，人に試食せしめた所 5時間後d
より悪心，円高吐，季肋部:疹痛の諸症状を現わし， 24 
時間継続L，その後強度の疲労感を訴えた。他の被
検者に該菌の 5日間培養液を 40cc摂取せしめた。
此場合も著明な症状を現わした。第3の被検者には
生菌を全然含まない培養穏液 50 c~ を与えたが，無
症状であった。叉廿日鼠，海摂，家兎，猿等に此菌
の培養生菌を摂取せしめたが全然症状を現わさなか
った。 
Jordan，Burrows (1934)はココナットクリーム
バイより α溶血性を有する Streptococcusfaeca-
lisを分離し，その培養源液を猿に与え急性胃腸炎
症状を呈さしめ，そp毒性の本体をエンテロトキシ
ン様毒物で、あるとした。前此場合に他株のα溶血性
連鎖球菌に因つては，か Lる毒物の産生が認められ
なかったと述べている。 
Cary，Dack，Davison(1938) Vまコロッケtこよる
食中毒を報告しているo発症者数は 117名であり， 
115名に下痢が起り， 55名が腹痛を訴え，幅吐した
者は僅か 3名だった。潜伏期は大部分は 12時間前
後であったが， 3 時間以内の者も 3 名あった。 6~24
時間の間に此等の症状は消失した。此原因食の検査
に於ても Salmol1ella属の細菌は全然見当らず，
血液平板寒天上に移しい数のα溶血性連鎖球菌が見
られた。叉其の菌数は原因食 19当り 2億 8千万で
あったと云ってし、る。此薗の Bouil1ol1培養源液20 
ccを牛乳の中に混ぜて 7人の被検者に摂取せしめ
たが全例共発症しなかった。生菌を含む培養液を飲
用せしめた時は軽度の発症を見たと報告している。 
Dack (1943)は turkey.dressingに依る食中
毒を記載してL、る。此食中毒は 393人の摂食者中約 
4 分の 3 が発症している。潜伏期は 7~15 時間であ
り，症状は腹痛及び下痢が主なるもので，悪心， ~亙
吐，疲労感等を訴えた者も若干あった。此場合にも
α溶血性連鎖球曹が圧倒的多数検出された。該菌は
後に Buchbinder，Osler，S拘置en (1948)により
. Streptococcus faecalisと決定された。此菌を用
いて Surgalla，Segalove，Dack (1944)は各種食
品中に於ける実験的増殖試験を行い興味ある成績を
得ている。 
Dolman (1943)は食中毒の原因と思われる肉フ
ライより分離された α溶血性連鎖球菌を多量に接種
した肉パイを 4人の被検煮に摂取せしめたが，全然
発症しなかったと云っており，此問題に就ては未だ
疑問の点があると述べでいる。
叉， Sherman，Gunsalus，Bel1amy (1944)は
食中毒原因食より分離された 6株の非溶血性連鎖球
菌を検ベ，此等は総べて Streptococcusfaecalis 
であるとし更に此等の菌は感染型食中毒の原因を
なすと考えてし、る。
Buchbinder，Osler，Steffen (1948)は eva-
porated m i1k， charlotte russe， roast beef， 
ham bolognaの4種の食中毒原因食より多数の腸
球菌属の細菌を分離した。此食中毒は潜伏期は 2---: 
7時間のものもあり，大体 12時間以内で，症状は腹
痛，下痢，恒吐が主なるもので、あった。彼等は此菌
を用いて人体摂取試験を行い， 5時間培養菌液では
発症するが， 20時間培養のものでは発症力の無いこ
とを報告してしる。 
Dack，Niven，Kirscher (1949)は食中毒を起
したTurkyala Kil1gから分離した Streptococcus 
liquefaci ensを牛乳培養して，被検者iV;こ飲用せし
め急性胃腸炎症状の発症をみた。此際 Tyraminは
関係ないことを証明した。 
Dewberry (1950)は食中毒の原因と考えられる
トマト健詰カ‘ら StreptocOCC1，JS faecalisを殆んど
純培養の状態で分離した例を記載している。
我国に於ても辺野喜，依田，松井等(1953)は食
中毒を起した生豆腐及び患者吐物から腸球菌胃の 
Streptococcus faecalisを分離し之を Dolman
培地に培養して，その穏液を仔猫に接種し，晦吐を
起さしめている。更に松井， }I隣，富川，辺野喜等
は，此穏液の家兎摘出腸管に於ける薬玉虫作用を追求
せる結果，その毒物は Atropil1， Adrenalinと掠 
抗し， Restaminにより抑制され， Histamine， 
Acety lcholineと相似せる性質を有するものであ 
ることを報告している。
第2意実験菌!株
本実験に使用せる菌株は腰球菌層に属する紳菌 2 
株である。止し笥:め株り何れも怠佐胃肱炎症状を主訴
とする患者の薬使中より寸、記の如き方法に従って分
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離採取せられたものである。街それ等の菌株の記号
はSK9株， NO.64株と称せられるものであり，何
れも後述する如く Streptococcuszymogenusに
属するものである。
対照試験用の Streptococ~us zyrnogenusとし
て， NO.21株を使用した。
第1節分離探取方法
下痢，幅吐等の急性胃腸炎症状を主訴とする患者
の糞便 150種の試料に就いて夫々腸球菌の分離を行
った。其操作方法は次の如くである。
即ち SF培地 10ccの中に被検試料約 19を投入
し 3T)C48時間培養し，その 1白金耳を取り，更
に腸球菌確認培地に接種する。以上の操作に依り概
ね腸球菌肩に類字ると思われる菌株を採取し，之を
更に Bouillon培養に依り 100C--450Cの条件に於
て菌の発育の有無を追求し，何れの温度に於ても明
らかに発育増殖の認められるものを選び，此等を一
応腸球菌群とした。
此培養に用いた培地の組成は次の如くである。 
SF培地; Polypepton 20.0 g，Glucose 5.0 g， 
K:2HPu4 .4.0 g，KH2Pu" 1.5 g，Sodium azide 0.5 
g，NaCl 5.0 g，B.C. P. 0.032 gを蒸溜水 11中に溶
解L，之を小試験管に分注し， 15Lb 15'高圧誠菌を
行う。 
考案応用されたものと全く同様である。
第 2節培養所見
SK9株及び No.64株共にグラム陽性の球菌であ
り，その直経は0.8---1.0fJ.である。栴々 短い連鎖状
配列を示L，場合に依り双球菌状の外観を呈するこ
ともある。爽膜を有せず，色素を産生しない。普通
寒天上に於ては極めて小さい円型の透明な孤立性集
落を形成する。
普通 Boui1lon中に於ては 18--24時間以内に盛
な増殖濁濁を示すが， 48時間以後になると，菌体は
殆んど管底に沈下し，上清は透明となる。なお 15--
450C共に良好な発育を示す。叉 pH9.6に於ても増
殖可能である。 40%胆汁加 2%葡萄糖寒天培地， 6.5
%食塩加 2%葡萄糖寒天培地及び 0.1%の割合に 
Methylenblueを加えた 2%葡萄糖寒天培地の何
れにも充分な増殖を示す。
第 3節生化学的性状
葡萄糖，麦芽糖，蕪糖，乳糖，マγ ニット，グ P
セリン，エスグ 9::/を分解するが， i殴粉を分解しな
し、。
リトマス牛乳に於て酸を産生し，カゼイシの凝固
消化が認められ~。特にリトマLスはカゼイシの選定固 _¥' A同
に先だって急速に還元脱色される。叉山羊血液寒天
上に於て著明な P溶血を起し，ゲラチンは溶解しな
確認培地; Polypepton 5.0 g，酵母エキス 5.0g， "、。 
Glucose 5.0 g，Sodium azide 0.4 g，Methylen-
blue 0.01 gを夫々採量し:蒸溜水 11中に入れ加熱溶
解せる後小試験管に分注して 15Lb 15'高圧被菌を 
行¥，".斜面寒天にして使用 Lたo
かそして得られた腸球菌群菌株に就いて動戦実験
(Dolman等の所謂小猫咽吐試験〉を行った6
即ち上記菌株を最初に Dolmanの半流動培地に
接種し， Co2 20%を含む空気中で、 48時間培養を行
い，その Muslin積液を取り 3，000r. p. m. 30'遠 
心分離に依り菌体及びその残澄を除去する。上澄液
を1000C30'加熱せる後，永室内一夜放置する。翌
朝再び遠心分離してその上清をとり，その 5ccを休
重 500g前後の仔猫の静脈内に注入し，その後約 2
時間被検動物の状況を観察して，その結果明らかに
下痢，幅吐の認められたもの 14株を選び出した。
此等の菌株中特にその毒性の強力なりと認められる
もの 2株を以て本実験の使用菌株とした。
前止E実験り主音養装置及び培養方絵等の詳細に関し
ては，既に葡萄球菌，プロテウス菌等のエシテロト
キシシ産生試験に於て，藤原，杉山，岩田等に依り
以上の諸性状は本実験に於て検討した範囲内では 
何れも共通であり，従って此両菌株は共に Strepto-
coccus zymogenes ~こ属するものと同定された 0 ・
第 3章被検者摂取試験
元来エシテロトキシソ群毒物の毒性確認の場合に 
於ては動物実験，中就仔猫l恒吐試験又は仔犬を用い
た動物実験等の成績を以て，其の毒性を確認4さんと
することは甚だ危険なこーとである。即ち Dewberry
(1950)も述べている知く，実験動物に対しで明らか
に急性胃腸炎症状を発生せ'しめ得る葡萄球菌の試料
を，人体に摂取せしめた場合，殆んど症状を現わさ
ないか，全然無症状の場合もある。叉逆に人体に於
ては極めて著明な中毒症状を起し得るにもか Lわら
ず，動物実験に於ては必ずしも陽性の成績を示さな
い場合も認められる。故に或る特定の菌株の培養加
熱、穏液のエyテロトキシン様毒物の存在を確認せん
とする場合，動物実験に依って一応の所見を得るこ
とは可能であるが，これを確定的に決定せんとする
為には人体摂取試験を行わなければJならなし、。
ままに於て著者は 21.--31才の 7名の健康な男子に 
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上記の培養加熱穏液を摂取せしめてその発症の有無
を追求した。全被検者共著明な既往症はなく，叉各
人の職業，体重は第 1表の如くである。
第 1節実験材料
ー被検菌として SK9株を使用した。本菌株の Dol-
man培養加熱櫨液を上記の方法に依り作成し，こ
れを一夜永室内に放置すると若干の沈i般を生ずる。
此沈澱物を遠心分離してその上、清を仔猫l恒吐試験を
行い陽性なることを確め，これを試験用検体とした。
男男男男男男男
前対照、試験用として動物実験に於て幅吐，下痢を
起きない Streptococcuszyr.nogenes No.21株を
用いて前述と全く同様の方法で作成した Dolr.nah
培養加熱穏液を用いた。
叉全体の対照として生理的食塩水を 1名に試飲せ
木佐大渡鈴.木石
しめた。
第 2節実験方法
各被検者・共に自宅に於て普通の昼食を摂取せる
後，午後 1時著者の研究室に来室させ，第 1表に示
した如く被験試料 50~75 cc，対照試験試斜 75cc宛
を失々 10%蕪糖入牛乳に混入して飲用せしめた。
飲用牛乳の温度は概ね 450Cとし冷牛乳に因る
下痢等の胃腸障碍の発生を予防した。叉，対照及び
被検試斜混入度の多少に就いては，被検者に予め判
らぬ様配慮、した。これは先入感に因る自覚的神経症
状の現われることを考慮、した為で、ある。叉被検試料
と牛乳との混合物Jの総量は全例共約 200ccとし，こ
れを著者の目前に於て各被検者に 2分以内k飲用せ
しめ，其の後の経過を観察調査した。
第 3節実験成績
第 1表に見られる様に，生理的食塩水及び Stre-
ptococcus Zyr.nogenesNo. 21株の培養加熱源液
を摂取せる対照群の被検者は全例共何等症状を現わ
さなかった。 
SK 9株の加熱穂波を摂取せる 4例は程度の差は
あーるが全例共何等かの胃腸障碍症状を示した。
+ 
第 1例;此被検者は 50ccの培養加熱穏液を飲用
せるものであるが，摂取約3時間後に若干の頭痛，
悪心を訴え， 6時間後腹痛を伴う下痢を起した。恒
吐，脱力感等は認められなかっ化。
第 2例;此被検者も 50cc培養加熱源液を摂取し
た。 3時間後に第 1例と同じく頭痛，悪心を訴えた。
腹痛は 4時f間後に始まり，数回の下痢をみた。
以上 2例は 10時，間以内k症状が消失した。
第 3例;これは 75ccめ培養加熱穂波を摂取せる
ものであるが，頭痛は無く，摂取 5時間後から軽度
の悪心を訴え， 7時間後に幅吐，下痢を起した。腹
痛は比較的永く続き，約 20時間後に快復した。其
の後若干の脱力感を訴えた。
第 4例;第 3例と同じく 75ccの培養加熱稽液を
摂取せしめたのであるが， 4時間後に頭痛，悪心を
訴え， 5 時間後より数回り下痢を起した。I!I~吐はな
く，脱力感も訴えなかった。
以上の所見を通覧すると，腸球菌爵の培養加熱穏
液に於ても，葡萄球菌叉はプロテウス菌の場合と同
様に被検者の借i人差に因り，症状位相当の差はある
が，何れ込此被検商の培養加熱濃液を飲用せる被検
者計二に於ては-/;D-陽性と見られる成績を得た。此等
の臨床症状は前述の各文献に見られるものと大体類
似せるものと思われる。
以上の実験成績は腸球菌群の純菌に於ても菌株及
び発育条件に因り耐熱J性水溶性の食中毒原因物質を
其の培地の中に産生し得るものであることを示して
いる。
即ち此等の細菌の場合に於ても，葡萄球菌，プロ
テウス菌群に於けると同様のエシテロトキシシ様毒
物の生成の可能性が充分考えられる。
第 4章毒性物質抽出
葡萄球菌の産生するェ yテロトキシシの分離抽出
方法に関しては多くの業績:が見られる。
例えば Bergdoll，Lavin，Surgalla等の硫安塩析
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Si1ica chromato graphyに依る方法， Surgalla等 るものと考えられ，其の上部の水溶液層には非蛋白
の Alcohol分劃沈殿法， Hammon等に依る硫安 分劃を含むものと思われるので，此分離操作を数回
塩祈 Alcohol沈澱法等種々の方法が報告されてい 反復し， Gelを作らなくなるに至った時に夫れ迄に
る。併しそれ等の方法は相当複雑であるか，透折等 得られた全部の Gel状物質を集める。これに 4倍 イ
の操作を必要とする為に確実に実施することは必ず 量の Alcoholを加えると，此 Gel状物質は灰白
しも容易ではない。 色の沈殿となる。これを遠心分離して分劃すること
著者は嚢に藤原，杉山，岩田等が葡萄球菌プロテ が出来る。叉水溶液部からも同様の操作に依って，

ウス菌のエyテロトキシ y群毒鋭抽出の際考案応用 沈殿を得る，最後に此等の加殴物を AlcoholEther 

せる方法を本実験に於ても試みた。 処理に依り粉末とした。

即ち此方法はイオン交換樹脂通過， Alcohol処理 尚一方前記 lon交換樹脂柱に吸着残留せる 

を其の骨子とするものであり，共の抽出物中には向 Amine分劃は 1N. HCl水溶液に依り再び遊離せ

若干の爽雑物を含むが，比較的容易にその目的を達 しめて抽出し，毒性試験に供した。叉此等の各分劃

し得るものである。 の符号は第 2表の夫々の位置に示した如くである。

第 1節実験材料
第 2表毒素抽出法
此実験の毒性物質抽出用原液として，前述の動物
①原液 100 cc 
実験及び被検者摂取試験に於て確実に毒性を示すこ
AmberIite lRC 50 
とを証明された SK9株の Dolman培養加熱穂液 pH 5.0 
の一部及び，.No.64株の同様な方法に依って作成さ
れた源液を用いた。叉対照として動物実験及び被検 ②積液 Amb. 
者摂取試験に於て，下痢，幅吐，其他の症状を起さ 中和 1N HCl 
ない Streptococcuszymogenes No.21株の同様 + Alcohol 400 cc 溶出
な加熱穏液を用い，夫々の抽出物に就いてその毒性
④沈澱 
4000 r. p. m 30 min 
③， 
中和
反;
を追求した。
第2節実験方法 I~… 
水溶部部Gel表の如く，即ち先ず，予2慎!亨は第)1本実験の操作
め酢酸緩衝液に依り pH5.0に調製した lon-交換樹 Alcohol 

脂 AmberliteIRC 50を用い， 直径 lcmの硝子 Ether 

製の吸着管に高さ 15cmの樹脂柱を作成いこれに 処理
 
上記の培養加熱穏液を注加，通過せしめる。此場合
⑤ 
¥ 

有機塩基の陽 Ion-物質は此樹脂中に吸着されて残 次に止し等の各抽出分量tに就いて毒性試験を行つ 

留する故，その櫨液は H~stamille ， Tyramine共 た。即ち上記の抽出物を第3表の如き割合に秤量採

他，所謂腐敗 Amine等の爽雑物を殆んど含まな 取し，夫等を仔猫の静脈内に注入して，下痢，曜吐

い。此穏液に Alcoholを4f音量加え， 40Cに冷却 等の発現の有無を追求した。fi;J此等の実験の詳紘に

すると著明な白色家状沈殿を生ずる。向，此沈蹴粒 関しては藤-原，杉山等の葡萄球菌のエシテロ'トキシ

手の直径が極めて小さい為遠心分離が行われ難いこ シの実験の場合と全く同様である。

とがあるが，其の場合には 10% NaCl 水溶液を 1~
 
第 3表

2滴，滴下することに依り沈澱粒子は急速に大型と

なる。これに依り，分離を容易ならしめることが出 量 |咽吐|下痢国主 
  
来る。かくして遠心分離し得られた沈搬を更に， ① 5cc 

Chloroform Gel法に依り，蛋白部と非蛋白部と¥ ②.1. 5cc 
 :l:l: 
に分劃する。即ち上記の沈澱を再び少量の蒸溜水、 ③¥ 5cc 
に溶解し， Chloroform及び，極小量の Am折 ④ 1 10mg +十ト 4十 + 
、Alcoholを加えて充分振謹し，遠心分離を行うと， ⑤ I 10mg 
上層の水層部と下層の Chloroform層との間に白 ⑤! 10mg I+! + 
色の Gel状物質の層を生ずる。 これは蛋自体に依 ⑤十⑥ 12+10'mg I1+十1--tf + 
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第 3節実験成績 第 4表化学性状
③ I水(品物f'⑤ 毒性試験の結果は第3表に見られる如くである。
即ち其の毒性は③分量j即ちAmine分劃には移行せ 反k之竺|④ 
ず，④分劃に残る。更に此④分劃を蛋白部と非蛋 Fehling 
白部に分劃すると，其の各成分単独では殆んど毒性
Nylander 
Biuret 十 
が認められないが，此等 2分劃を再び合併して仔猫
Xanthoprotein + 
に与えると，④分劃と同様の作用を現わす。即ち以 Ninhydrin + 
上の成績より此加熱積液中の毒物が其の作用を充分
に発揮する為には蛋自体及び非蛋白体の共存を必要 Paper chromato 
graph 
とすることを知った。
-以上の実験成績を通覧すると，腸球菌属の細菌の
産生する急性胃腸炎症状催起物質も叉藤原，杉山，
岩田等に依る葡萄球菌，フ。ロテウス菌の産生するエ
17k~⑤解一物
十 + 
十+ 
+ + 
Glycine Glucose 
AStartic acid Galac-
Glutamic acid tose 
Methionine Ra伍・ 
Alanine nose 
Histidine 
ンテロ子キシシ群毒物として抽出された物質と同一 物質及び⑥分劃物質の夫々の加水分解物に就いて，
，の分劃成分より成立するものと見なされる。向叉 再び上記の定性試験を行うと⑤分劃に就ては明ら 
No.64株を用し、た実験に於ても SK9株と同様な成 かに還元糖の存在が認められる様になるo 即ち⑤
績が得られた。 No.21株より同様な方法で作成され 分劃物質は多数の還元糖物質より成る多糖体成分を
た各分劃成分は何れも毒性を認められなかった。 含むものと推定される。
第5章抽出毒物の化学性状 以上の実験成績より④分割物質は明らかに多糖
葡萄球菌により産生されるエンテロトキシシの本 体及び蛋自体を含むものであることが知られる0・
体に関しては従来 Hammon等の報告に依れば， 更に上記の加水分解成績物に就いて Pa:per-
無窒素の蛋自体分劃であるとし，他方 Bergdoll等 chromatographyを行った。此場合の展開に用い
は蛋自体分劃を以て其の毒性の本体とみなしてい た溶媒は⑤⑥両分劃共に Phenolである。叉対照
唱量 る。叉最近，藤原，杉山，岩田等は葡萄球菌及びプ として他の既知の Amino酸類及、び糖類を平行して
ロテウス菌の産生するエシテロトキシポ毒物に就 上昇せしめ鱗 fを測定し，その位置の比較を行つ
いて，これを糖蛋自体であるとしている。但し此場 た白z なお発色用示指薬は⑤分劃に於ては Ninhy-
合の多糖体及び蛋自体の結合状態の詳細に関しては drin，⑥分劃に於ては Anilin-phthal酸を使用し
未だ不明である。 た。此実験成績は第4表に示す如くである。即ち⑤
著者は前章の各分劃抽出物の毒性試験の結果，上 好劃の水解物に於ては Glycine' Aspartic acid， 
述の如く総括的分劃に於ては全く同様の性状を示す Glutamic acid，Methionine，Alanine，Histidine 
ので，更に此等の各分劃抽出物に就いて夫々蛋白質 等が認められ，⑥分劃の水解物に於ては Glucose，
及び糖類の定性試験を行い，向叉夫々の構成成分を Galactose，Ra伍noseの存在を確認した。 
Paper chromatographyに依り追求した。 此等の Paperchromatogra phの上に見られる
前章の如き方法により抽出せられた有毒物質を含 各成分物質は葡萄球菌に産生されるエyテロトキシ
む各分劃に就いて，其の化学性状を調査した。即ち ンの場合に杉山が記載しているものとは若干の相違
先ず最初に④⑤⑥の各分劃に就いて還元糖及び が見られる。 
Peptid結合 Ainino酸の存在の有無を知る為に， 即ち杉山の黄色葡萄球菌の場合には Trypto-
FehH.ng反応， Nylander反応， Biuret反応， phane，Leu~ine，' Anabinose等が認められるのに 
Xanthoprotein反応， Nynhydrin反応を検査し 反し，腸球菌の産生する毒物の抽出物に於ては，
た。其の成績は第4表に見られる如くである。 Methionine，Histidine，Ra伍 noseが見出されて
次に③分劃を 10% HClにて 9時間沸騰水中で、 いる。他の Amino酸類及び還元糖類に関しては同
加水分解を行い，其の成績物を蒸発乾回せしめた。 でーある。
叉⑥分劃は 25%H 2SO品に依り沸騰水中で、 9時間加 なお上述の抽出物中には未だ間当量の不純物を含
水分解を行った後 BaC03を加えて硫酸 Ionを沈鍛 むと考えられる故に此等の Paperchromatograph
せしめ，その穏液を蒸発濃縮する。此等の⑤分劃 に見られる物質の全部が必ずしも毒物に由来するも
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のとは考えられないが，此等の腸球菌の培養加熱源
液より抽出された物質を葡萄球菌の培養櫨液から全
く同様の方法で抽出された物質と比較検討した場
合，その Paperchromatographに見られる各成 
分 Amino酸，糖類に於て其の組成が定性的に相違 
すると云うことは，此等二群の菌棟に因り産生され
る毒物が必ずしも同一で無いことを一応暗示してい
るものと思われる。
第 6軍総括及'u-者察
150名の急性胃腸炎患者より分離した腸球菌に就
いて其の病原性を追求せる結果， 14株にエシテロト
キシ y様毒性を認めた。中就時に強力な毒性を現わ
す 2株を用いて其の毒物を抽出し，種々検討せる結
果，次の如き成績を得た。 
.1) 該菌株は何れも Streptococcus Zymogenes~ 
に麗する。
2) Dolman培地を用い， 20% CO2を含む空気
中で 48時間培養せるものの加熱源液は，仔猫及び
人体に対して，下痢， u直吐等の胃腸炎症状催起物質
を有する。即ち腸球菌属の細菌に於ても，株及び条
件に依り，ェyテロトキシユ/様毒物を産生L得るも
l のと考えられる。
3) 本毒物は葡萄球菌の場合に藤原等の考案せる
エシテロトキシ y抽出法に依り，抽出可能である。
の抽出毒物は葡萄球菌等の場合と全く同一の分
劃にj書し，多糖体及び，蛋自体の共存に依りその毒
性を現わすものである。 
5)上述の抽出物の構成成分をPaperchromato・ 
graphyに依り追求すると， Glycine，Aspartic 
acid，Glutamic acid，Methionine，Alanine， 
Histidine，Glucose，.Galactose，Ra伍noseが認
められる，此等の抽出物は培地等に由来する不純物 
も若干混在することが否定出来ないので決定的とは
云えないが，葡萄球菌の場合とは異る物質が見出さ 
れるので，此等の各毒物は異った物質之考えられる。
結 論 

著者は急性胃腸炎患者の糞便より分離した腸球菌の中にエシテロトキシン様毒物を特に強く 
  
/ 
h産生する 2株について精査しだが，此等の菌株は何れも Streptococcuszyrnogenesであっ
.，.". 
電器0'ー
此等の菌株の産生する毒物は人体実験によりその毒性を確認された。
向上記毒物は蛋自体及び多糖体の両分割を有し，それ等の共存により其の毒性を現わす。こ
れは葡萄球菌，変形菌の場合と全く同様である。
稿を終るに臨み，終始御鞭擦と御校聞の労を賜わりました思師谷川教授に褒心より感謝の意を 4 
表し，叉御指導を賜わった藤原講師に厚く感謝すると共に，御援助いた川、た番場学士始め教室.

員各位に深謝します。
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